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―― されたマスキュリニティと ―― 
 

 

 

20 世紀の総力戦では、長期に及ぶ大量殺戮戦争の中で精

神的な不調を示す将兵が出現し、「戦争神経症」として軍部の

関心事となりました。日本軍が本格的な戦争神経症対策に乗

り出すのは日中戦争以降のことですが、この問題は戦後長らく

忘却されてきました。 

本報告では、陸軍病院の医療記録を用いて、ジェンダーと

階級という複合的な社会の構造が軍医たちの疾病解釈にどの

ような影響を及ぼしたのかを分析し、戦後日本におけるトラウ

マの長期的な忘却の背景について考察します。 

◆講師紹介◆ 

1982年生まれ。専門は日本近現代史。ア

ジア・太平洋戦争期の日本を事例に、トラ

ウマと医療・社会について研究している。

主要編著に『戦争とトラウマ――不可視

化された日本兵の戦争神経症』（吉川弘文

館、2018 年）、『資料集成 精神障害兵士

「病床日誌」』第 3巻、新発田陸軍病院編

（編集・解説、六花出版、2017年）など。 

●司会： 佐藤文香さん（社会学研究科・教授） 

●会場： 一橋大学国立東キャンパス 

マーキュリータワー５階 3508室 

●主催： ジェンダー社会科学研究センター 

（cgrass@soc.hit-u.ac.jp） 
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